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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｒ6 Ｒ５

1 47% 53% 0% 0% 100% 100%

2 47% 47% 6% 0% 94% 100%

3 65% 29% 6% 0% 94% 100%

4 59% 41% 0% 0% 100% 95%

5 71% 29% 0% 0% 100% 100%

6 35% 59% 6% 0% 94% 100%

7 47% 53% 0% 0% 100% 100%

8 47% 53% 0% 0% 100% 95%

9 6% 88% 6% 0% 94% 90%

10 76% 24% 0% 0% 100% 100%

11 35% 65% 0% 0% 100% 100%

12 59% 41% 0% 0% 100% 100%

13 47% 53% 0% 0% 100% 100%

14 0% 65% 35% 0% 65% 100%

15 12% 65% 23% 0% 76% 100%

16 6% 65% 29% 0% 71% 100%

17 35% 65% 0% 0% 100% 100%

18 24% 76% 0% 0% 100% 71%

学校は、児童に思いやりのある豊かな心を育
てている。

Ｒ６年度　学校評価に関するアンケート結果について
学校評価（教職員）アンケート

※評価規準　　Ａそう思う　Ｂ ややそう思う  Ｃ あまりそう思わない　Ｄ そう思わない

設　　　　　　　問
Ｒ６年度 肯定的評価の割合

学校は、教育目標や学校経営の方針を分かり
やすく伝えている。

学校は、事故や問題等に丁寧に対応してい
る。

学校は、児童が安全で過ごしやすい学習環境
に配慮している。

学校は、学年だよりやホームページ等で児童
の様子を伝えている。

学校は、保護者や地域からの相談や要望に対
して、適切に対応している。

学校の授業は、分かりやすく工夫されてい
る。

＜考察＞

◯全体的には、「Ａそう思う」「Ｂややそう思う」という肯定的な回答を合わせると、18項
目中11項目が100％、4項目が90％以上であり、概ね学校の取組や児童の成長の姿
に対して、教職員として一定の成果が上がっていると捉えていると考えます。
○令和5年度の評価と比較すると、4つの項目について割合が増えています。体力や
学力向上に向けての工夫改善、地域への情報発信と全校を対象とした家庭教育学
級の活動における成果であると考えます。これに対し、6つの項目においては割合が
減少しています。中でも、あいさつや家庭での学習、基本的生活習慣に関する設問
14、15、16は大きく減少しました。一方、設問14、15については、保護者アンケートで
はわずかに割合が増えています。実際に見た姿に対する評価ではありますが、求め
る姿の差異が結果に表れているとも考えられますので、発達段階における目指す姿
を共通認識したいと考えます。またこれらは、道徳の授業や学級活動等での指導の
充実を軸に、日々の啓発と実践を積み重ね、改善させていく必要があります。職員か
らあいさつをする、家庭学習を具体的に示し評価するといった地道な取組を続けると
ともに、家庭への理解と協力を呼び掛け、定着するよう努めます。
○保護者との認識の違いが大きいのは、設問8です。猛暑等により運動時間に制限
がある中、運動機会をできる限り確保しようと努めてきましたが、更なる改善の余地
はあると考えます。継続して運動機会を確保するとともに、一層運動内容の質を向上
させていきます。
○今年度の取組を振り返り、成果と課題をより細かく分析することで、次年度へ活か
してまいります。

学校は、児童の体力の増進に努めている。

学校は、児童に確かな学力を付けている。

学校は、いじめ対策に真剣に取り組んでい
る。

学校は、特別な教育的配慮が必要な児童を含
めて、１人１人をよく見取り、その子にあっ
た個別指導を行っている。

学校は、ＰＴＡや地域に対して協力的であ
る。

児童は毎日楽しく登校し、学校や学級が楽し
いと言ったり思ったりしている。

児童は、家庭や地域でも、あいさつがしっか
りできている。

児童は、毎日宿題や自主学習など、家庭で一
定の時間学習している。

児童は、基本的な生活習慣（早寝早起き朝ご
飯、歯磨きの習慣等）が定着している。

学校の環境はきれいである。

家庭・学校・地域連携推進事業（家庭教育学
級）で学習した内容は、子育てに役に立って
いる。
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